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１

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
維
持
・
発
揮
の
観
点
か
ら
、

地
域
内
の
農
業
者
等
が
共
同
で
取

り
組
む
地
域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

《
農
地
維
持
支
払
》

農
振
農
用
地
内
及
び
地
方
公
共

団
体
が
多
面
的
機
能
の
維
持
の
観

点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る
農
振

白
地
等
を
対
象
と
し
て
、
農
業
者

等
（
農
業
者
の
み
の
組
織
で
も
可
）

に
よ
る
活
動
組
織
に
よ
り
①
農
地

を
農
地
と
し
て
維
持
す
る
た
め
の

共
同
活
動
（
農
地
法
面
の
草
刈
り
、

水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
砂
利
補

充
等
）
、
②
農
村
の
構
造
変
化
に

対
応
し
た
体
制
の
拡
充
・
強
化
、

保
全
管
理
構
想
の
作
成
等
に
支
援

し
ま
す
。

《
資
源
向
上
支
払
》

農
振
農
用
地
内
を
対
象
と
し
て
、

農
業
者
と
非
農
業
者
に
よ
る
活
動

組
織
に
よ
り
①
地
域
資
源
の
質
的

向
上
を
図
る
共
同
活
動
（
水
路
等

の
軽
微
な
補
修
）
や
多
面
的
機
能

の
増
進
を
図
る
活
動
（
植
栽
に
よ

る
景
観
形
成
、
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く

り
等
の
農
村
環
境
保
全
活
動
、
②

施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
共
同

活
動
（
農
地
周
り
の
農
業
用
施
設

な
ど
の
補
修
・
更
新
等
）
を
支
援

し
ま
す
。

２

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
は
、
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、

農
業
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す

る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
や
機
械
・
農
作
業
の
共

同
化
等
、
農
業
生
産
活
動
を
将
来

に
向
け
て
維
持
す
る
た
め
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

３

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
は
、
農
業
者
等
が
実
施
す
る

化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
を
原

則
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み

と
セ
ッ
ト
で
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
炭
素
貯
留
に
効
果
の
高
い
営
農

活
動
お
よ
び
生
物
多
様
性
保
全
に

効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組

む
場
合
に
支
援
し
ま
す
。

【
農
村
振
興
課
】

会
津
美
里
町
に
あ
る
新
宮
川
ダ
ム

を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
ダ
ム
に
来
る
に
は
、
会
津

若
松
市
か
ら
国
道
401
号
線
で
昭
和
村

方
面
へ
向
か
い
、
松
坂
ト
ン
ネ
ル
中

間
部
に
あ
る
管
理
道
路
へ
の
入
口
を

く
ぐ
れ
ば
、
管
理
所
に
来
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

隠
れ
里
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ダ
ム

が
あ
り
、
目
立
た
な
く
初
め
て
の
方

に
は
解
り
づ
ら
い
か
も
。

４
月
と
５
月
に
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
が
連
日
出
没
し
ま
す
し
、
加
え
て

絶
滅
危
惧
1B
類
の
ク
マ
タ
カ
も
管
理

所
上
空
に
飛
来
し
ま
す
。

４
月
下
旬
に
は
、
ダ
ム
湖
が
満
水

と
な
り
全
面
自
由
型
洪
水
吐
か
ら
、

繊
細
で
綺
麗
な
越
流
が
見
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
緑
で
と
て
も
良
い
で

す
が
、
積
雪
が
２
ｍ
に
も
な
る
と
聞

く
冬
が
怖
い
で
す
。

ダ
ム
概
要
等
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
地

見
学
も
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
【
新
宮
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

菅
野
正
義
】
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日
本
型
直
接
支
払
制
度
の

創
設
に
つ
い
て

【特集】

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

○10aあたりの交付単価は下表のとおりです。

（※資源向上支払①で５年以上の継続地区等は

7.5 割単価が適用されます。）

地目

農地維持

支払

資源向上

支払①

同左

②
基本単価

(円)

基本単価

(円)

7.5割単価

(円)

基本単価

(円)

田 3,000 2,400 1,800 4,400

畑 2,000 1,440 1,080 2,000

草地 250 240 180 400

○10aあたりの交付単価は下表のとおりです。

地目 区分
交付単価

（円）

田
急傾斜 21,000

緩傾斜 8,000

畑
急傾斜 11,500

緩傾斜 3,500

草地
急傾斜 10,500

緩傾斜 3,000

○10aあたりの支援単価は下表のとおりです。

対象取組
支援単価

（円）

カバークロップ 8,000

炭素貯留効果の高い堆肥の

水質保全に資する施用
4,400

有機農業

（そば等雑穀・飼料作物）

8,000

（3,000）

農
村
地
域
は
、
農
地
法
面
の
草
刈
り
や
水
路
泥
上
げ
な
ど
地
域
の
共
同
活
動

等
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
等
に
よ
り
、

国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
お
よ
び
景
観
形
成
等
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
は
農
業
を
産
業
と
し
て
強
化
し
て
い
く
「
産
業
政
策
」
と
車

の
両
輪
を
な
す
「
地
域
政
策
」
と
し
て
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

の
た
め
の
地
域
活
動
や
農
業
生
産
活
動
の
継
続
、
環
境
保
全
に
効
果
の
高
い
営

農
を
支
援
す
る
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
経

過
措
置
と
し
て
実
施
し
、
27
年
度
か
ら
法
律
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
直
接
支
払
は
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」(

新
規)

、
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
」(

継
続)

、
「
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
」

（
継
続
）
の
３
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
ク
マ
の
里
、
会
津
美
里
湖

最
近
「
産
業
政
策
と
地
域
政
策
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

一
般
的
に
「
産
業
政
策
」
と
は
政
府

の
誘
導
に
よ
っ
て
特
定
の
産
業
の
発

達
を
加
速
す
る
な
ど
し
て
産
業
構
造

を
変
化
さ
せ
る
政
策
を
言
い
、
「
地

域
政
策
」
と
は
暮
ら
し
や
す
い
魅
力

的
な
地
域
と
す
る
た
め
の
政
策
を
言

う
そ
う
で
す
。

現
在
本
県
で
は
、
多
く
の
皆
様
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

本
県
農
業
は
依
然
と
し
て
耕
作
放
棄

地
の
増
加
や
生
産
基
盤
整
備
の
立
ち

遅
れ
、
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
な

ど
震
災
以
前
か
ら
の
問
題
も
抱
え
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

復
旧
と
併
せ
本
県
農
業
の
復
興
を
目

指
し
、
「
産
業
政
策
」
と
し
て
は
、

農
業
生
産
性
の
向
上
や
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
を
進
め
る
べ
く
、
農
地
の

大
区
画
化
、
老
朽
化
し
た
農
業
水
利

施
設
の
長
寿
命
化
や
耐
震
対
策
等
を
、

「
地
域
政
策
」
と
し
て
は
、
農
業
農

村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
向

上
や
、
農
地
集
積
に
よ
り
担
い
手
に

集
中
す
る
水
路
や
道
路
の
管
理
を
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
作
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

唐
の
第
二
代
皇
帝
李
世
民
が
子
に

与
え
た
『
帝
範
』
の
一
節
に
“
夫
食

為
人
天
、
農
為
國
本
”
（
そ
れ
食
は

人
の
天
た
り
、
農
は
国
の
も
と
た
り
。
）

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
農
業
は

国
家
の
基
本
で
あ
り
、
国
家
の
土
台

と
な
る
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
す
。
時
代
が
変
わ
り
、
第
二

次
、
第
三
次
産
業
が
主
流
と
な
っ
た

現
在
に
お
い
て
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
本
県
農

業
農
村
の
復
興
に
向
け
た
道
の
り
は

長
く
と
も
、
あ
き
ら
め
ず
最
善
を
尽

く
し
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
、
必
ず
復

興
を
成
し
遂
げ
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
林
水
産
部
次
長
（
農
村
整
備
担
当
）

後
藤
庸
貴

「
夫
食
為
人
天
、
農
為
國
本
」

新
宮
川
ダ
ム
管
理
所
便
り新緑の新宮川ダム（5月下旬）

全面越流する新宮川ダム（4月下旬）

ダム湖に飛来した

クマタカ（4月下旬）

ダム管理所から湖面を望む（2月中旬）

管理道路に出没した

ツキノワグマ（4月下旬）
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い
わ
き
市
で
は
津
波
被
災
を
受
け

た
５
地
区
に
お
い
て
除
塩
を
実
施
し
、

平
成
24
年
ま
で
に
作
付
け
を
再
開
し

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
四
倉
町
下
仁
井
田
、

平
夏
井
、
錦
町
・
勿
来
町
関
田
で
は
、

地
盤
沈
下
の
た
め
満
潮
時
に
排
水
不

良
が
起
こ
り
、
排
水
ポ
ン
プ
の
運
転

回
数
が
震
災
前
の
約
３
倍
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
か
ら

ほ
場
の
大
区
画
化
、
排
水
対
策
及
び

担
い
手
育

成
・
農
地

利
用
集
積

を
進
め
る

農
地
整
備

事
業
を
実

施
し
、
ま

た
排
水
ポ

ン
プ
の
増
・

新
設
も
計

画
し
て
い

ま
す
。

下
仁
井
田
地
区
、
錦
・
関
田
地
区

は
平
成
25
年
度
に
着
工
し
、
現
在
、

重
機
が
盛
ん
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

夏
井
地
区
も
今

年
度
着
工
す
る

予
定
で
す
。

計
画
か
ら
着

工
ま
で
の
期
間

が
短
か
っ
た
た

め
、
地
域
の
合

意
形
成
、
工
事

業
者
や
資
材
の

確
保
及
び
悪
条

件
下
の
作
業
な

ど
、
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
県
は

地
域
の
期
待
に

応
え
る
た
め
、

受
益
農
家
を
始

め
地
元
の
皆
様

と
意
見
を
調
整

し
な
が
ら
、
一

日
も
早
い
営
農

再
開
に
向
け
、
事
業
の
円
滑
な
推
進

に
日
々
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
い
わ
き
農
林
事
務
所
】

２０１４年（平成２６年）６月２７日 第６０号

農
空
間
初
め
て
の

編
集
作
業
を
終
え
、

記
事
の
投
稿
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
先
日
関
係
機
関
等

に
配
布
し
ま
し
た
冊
子
「
農
村
・
森
林
復
旧

復
興
へ
の
道
」
は
好
評
で
、
追
加
の
配
布
要

望
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
震
災
以
降
、
伝
え

な
け
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
、
伝
え
れ
ば
プ
ラ
ス
に

な
る
と
い
う
風
潮
を
、
広
報
を
担
当
し
て
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
冊
子
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
し
、
増
刷
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
お
送

り
し
ま
す
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
併
せ
て
活
用
く
だ

さ
い
。

（
編
集
担
当

Ｍ
・
Ｎ
）

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

ふ
く
し
ま
復
旧
便

―

県
内
か
ら
の
お
便
り

―

い

わ

き

津
波
被
災
か
ら
農
地
再
生
へ

～
い
わ
き
市
沿
岸
部
の

復
興
基
盤
整
備
～

平
成
26
年
度
も
既
に
第
１
四
半
期

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
相

双
農
林
事
務
所
に
は
、
現
在
24
名
の

メ
ン
バ
ー
が
熱
い
思
い
と
と
も
に
復

興
に
向
け
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
農
村
整
備
第
一
課
に
て
、
海

岸
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
７
名
か

ら
一
言
を
頂
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

想
像
し
て
い
た
よ
り
復
興
道
半
ば

と
感
じ
ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
６
、

７
月
の
短
期
間
に
な
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

新
潟
県

市
村
秀
敏
さ
ん

福
島
県
に
来
る
の
は
初
め
て
な
の

で
、
こ
の
機
会
に
福
島
を
回
り
、
案

内
で
き
る
ぐ
ら
い
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

滋
賀
県

宇
野
晋
治
さ
ん

過
去
に
、
２
回
お
手
伝
い
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
中
途

半
端
で
終
わ
っ
た
感
が
あ
り
心
残
り

で
し
た
。
今
一
度
、
機
会
が
あ
れ
ば

と
の
思
い
で
定
年
を
迎
え
、
再
任
用

と
し
て
で
す
が
、
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。埼

玉
県

町
田
昌
司
さ
ん

福
島
県
に
参
り
２
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
皆
さ
ん
に

大
変
親
切
に
し
て
頂
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

２
年
目
で
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
行

え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
口
県

波
多
野
忠
司
さ
ん

相
双
農
林
の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な

し
に
よ
っ
て
、
何
の
不
自
由
も
不
安

も
な
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝

感
激
で
す
!!

愛
媛
県

和
田
忍
さ
ん

北
海
道
か
ら
３
ヶ
月
の
派
遣
期
間

で
４
月
か
ら
来
ま
し
た
。
「
福
が
満

開
、
福
の
し
ま
」
を
実
感
し
ま
し
た
。

ガ
レ
キ
が
無
く
て
も
、
ガ
レ
キ
処
理

中
で
あ
っ
て
も
桜
の
花
は
い
た
る
と

こ
ろ
で
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
す
。
満

開
の
様
子
は
、
心
を
癒
し
、
復
旧
・

復
興
に
勇
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。
徐
々
に
進
む
”
復

旧
・
復
興
”
は
、
桜
の
花
の
如
く
一

気
に
満
開
を
迎
え
る
と
確
信
し
ま
す
。

北
海
道

大
庭
忠
信
さ
ん

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
着
実
に
前

へ
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

大
分
県

阿
南
亨
さ
ん

【
相
双
農
林
事
務
所
】

福
耕
支
援
隊
情
報
～
農
村
整
備
第
一
課
～

下
郷
町
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
27

年
4
月
24
日
に
設
立
。
事
務
所
は
二

岐
山
を
背
に
、
周
り
は
自
然
に
囲
ま

れ
た
と
て
も
の
ど
か
な
場
所
に
あ
り

ま
す
。
下
郷
町
の
人
口
が
６
千
４
６

１
人
に
対
し
、
組
合
員
が
１
１
６
６

人
。
殆
が
高
齢
者
で
す
が
、
中
に
は

若
い
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
地
区

も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
国
道
121
号
線
沿
い
に
あ
る

倉
楢
地
区
で
、
基
盤
整
備
事
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
採

択
と
な
り
総
事
業
費
１
１
億
１
９
０

０
万
円
、
受
益
面
積
６
２
．
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
に
つ
い
て
27
年
度
完

成

を

目

指

し

、

集

積

を

図

っ

て

お
り
ま
す
。

事

業

完

了

に
向
け
、
確
定
測
量
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
、
地
権
者
か
ら

の
要
望
で
、
石
の
破
砕
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
石
の
破
砕
に
は
ス
ト
ー

ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
―
を
用
い
数
回
に
渡

り
砕
い
た
後
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
き
れ

い
に
均
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
畑

が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
昨
年
は
、
地
権
者
及
び
土
地
改

良
区
職
員
・
役
員
・
町
・
県
・
農
協

の
方
々
と
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
会
津
美
里
町
に
あ
る
、
宮
川
土

地
改
良
区
で
お
世
話
に
な
り
、
そ
の

中
で
も
、
会
津
坂
下
町
宇
内
地
区
に

あ
る
円
筒
分
水
工
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

研
修
で
学
ん
だ
事
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
基
盤
整
備
事

業
の
手
助
け
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。地

権
者
・
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
で
き
る

だ
け
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

―

地
域
の
協
力
大
切
に

進
ん
で
い
こ
う

ほ
場
整
備
事
業

―

下
郷
町
土
地
改
良
区

大
竹

め
ぐ
み
さ
ん

下仁井田地区

道路築立・基盤整地工を施工

夏井地区 農地の盛土材を搬入

夏井地区 受益者への事業内容説明会 錦・関田地区 軟弱地盤の中での施工

空から見た倉楢地区

ストーンクラッシャー施工状況

円筒分水工

農
村
整
備
第
一
課
の

福
耕
支
援
隊
メ
ン
バ
ー

阿南さん

大庭さん波多野さん

町田さん
市村さん

和田さん 宇野さん


